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沖縄県移住受入協議会 ニュースレター 

おきなわ移住の輪 
事務局 沖縄県企画部 地域・離島課 地域振興班  TEL (098) 866-2370 平成 29 年 4 月号 （第 9 号） 

 

 

ハイライト 

 第 2 回沖縄県移住受入協

議会が開催され、県、代表

市町村、受託事業者より

平成 28 年度の活動報告

がなされました。 

 
 沖縄県移住促進事業に係

る座談会レポート《前編》を

送りします。「地域の世話

役養成塾」、「移住フェア、

移住相談会」や「モニター

ツアーへ」等の取組につい

て話し合いました。 
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第 2 回沖縄県移住受入協議会が開催されました！ 
 

 3 月 27 日（月）に平成 28 年度第 2 回沖縄県移住受入協議会が

開催されました（於：沖縄県南部合同庁舎）。 

 県による平成 28 年度の移住定住促進事業の実績報告と平成

29 年度事業計画の説明後、受託事業者である株式会社ルーツの

平田さんより平成 28 年度移住定住促進事業報告がありました。 

 続いてうるま市、宮古島市、渡名

喜村の各移住担当者より今年度の取組報告がなされました。また

全国の移住定住事業の動向と沖縄県の現状及び課題について

NPO 法人ふるさと回帰支援センターの嵩さんより説明がありまし

た。 

 

 

 今後の予定  

【移住フェア】 

 6 月 11 日（日） 

  山口・九州・沖縄 暮らしフェア 

（東京） 

 7 月 29 日（土） 

  ふるさと回帰移住フェア（大阪） 

 9 月 10（日） 

  ふるさと回帰フェア（東京） 

【沖縄移住相談会】 

 6 月 9 日（金） 

 6 月 10 日（土） 

 9 月 8 日（金） 

（東京） 

 

 11 月 4 日（土） 

（大阪） 

【第 3 回沖縄県移住受入協議会】 

 6 月末予定 
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平成 28 年度沖縄県移住定住促進事業に係る座談会レポート《前編》 

～ 地 域 の世 話 役 養 成 塾 開 催 と移 住 体 験 ツアー、 

移 住 フェア・移 住 相 談 会 への取 組 を通 して ～ 
 

 

 

 3 月 27 日に開催された沖縄県移住受入協議会終了後、県庁会

議室に於いて県と各市町村担当者、受託事業者等が集い座談

会を行いました。28 年度における市町村ごとの感想や昨年度と

の比較、今後の課題や独自の取組について等幅広く語り合いま

した。今後の移住対策に取り入れられるヒントもあるかと思いま

すのでぜひ参考になさって下さい。 

 

―参加者－ 

沖縄県地域・離島課 

金城明子さん 

久米島町企画財政課 

島袋さん 

石垣市企画政策課  

遠藤さん、後上里さん 

宮古島市まちづくり振興班 

友利さん 

国頭村商工観光課  

新垣さん 

国頭村地域おこし協力隊  

東さん 

うるま市企画政策課  

伊佐さん 

 
渡名喜村総務課  

桃原さん 

（株）ルーツ  

平田さん（受託事業者） 

ふるさと回帰センター  

嵩さん（受託事業者） 

S&L United 株式会社  

島袋さん（おきなわ移住の輪

―結―運用者） 

 
司会 沖縄県地域・離島課  

又吉班長 

（以下、敬称略） 

 

――まずは金城さん、今年度の移住対策事業を通して昨年度と

の違いや感想を話して下さい。 

金城  昨年度の取組との大

きな違いは、新しく「地域の世

話役養成塾」を開催したこと

だと思います。移住促進の為

には自治体だけでなく地域の

受け入れ体制作りも重要で、

そこを円滑にする世話役を今

年度は 11 名養成しました。養成塾では参加者の皆さんが講義だ

けでなくワークショップでも意見を活発に出していたのが印象深

かったです。今後の活躍に期待したいです。 

 

 

 
「地域の世話役養成塾」を振 り返 って 

～人選と養成後の活動に期待すること～ 
 

――各市町村でどういう方を推薦したのか、また今後どんな役

割を果たしてほしいかお聞かせ下さい。 

友利  宮古島市では自治会長さんや農業・漁業といった地域産

業に係る、いわゆる地域の中心人物が世話役として適していると

考えて上里さんを推薦しまし

た。上里さんはご自身で鍾乳洞

施設を経営する等していること

もあり、地域、観光客、移住対

象になりそうな方と触れ合う機

会が多いので適した人材でい

らしたと思います。 
 

――石垣市は公募でしたね。世話役４名というのは一番多かっ

たんですが、同じような役割を個々に期待しているのか、何らか

の役割分担を考えているのかお聞かせ願います。 

遠藤  市民から公募した理由は、講座を受けに４回も石垣から

那覇まで行くので、意欲のある方に受講してもらいたいと思った

からです。全員が市街地に居住している方なので今後の活動は

市街地が中心になると思いますが、来年度以降に世話役になる

人とも繋がって活動を広げていってほしいと思っています。また、

市街地以外に居住している方

であれば、養成塾で得たこと

をすぐに居住地で活かせるの

ではと思いますので、今後も

公募なのか市街地以外に居

住している方から推薦するの

かについては、今後の検討課

題です。 
 

 

――国頭村では地域おこし協力隊を世話役に推薦されました

ね。なぜこの方を推薦されたのか、またご本人もいらしているの

で感想をお聞かせ下さい。 

新垣  国頭村は人口規模が

小さくて、何かと面倒を見たり

世話をやくような役割をする方

は地域ごとにいるのですが、村

全体としての世話役というのは

これまでいませんでした。そこ

で地域おこし協力隊が移住定

住促進業務に係っていることもあって、東さんを推薦しました。今

後東さんから各集落の世話役を担っている方に繋がって活動が

広がっていってほしいと思っています。 

 

東  重要な役を仰せつかったと思いますけれど（笑）。移住希望 



 3 / 4 

 

の方が地域の方には話しづらくても、僕のような地域おこし協力

隊という立場の人には話しやすいというのもあると思います。移

住希望の方と地域の方との間で橋渡しになれると良いなと思って

います。 

 

移住体験ツアーの企画方針と実施後の感想、 

見えてきた課題とは 
 

――国頭村では昨年度の移住体験ツアーを通して見えてきたの

が住宅不足という課題だったと伺いました。その後進展はどうで

すか？ 

新垣  国頭村では今年度村内の空き家実態調査を行い、次年

度は推進、再来年度は活用していく予定です。また移住者も入れ

る村営住宅を今後３年かけて整備する計画もありますので、少し

ずつではありますが住宅不足は解消されていくのではと思ってい

ます。それから小中学校の教員向け住宅に空きがいくつかある

ので、整備して子育て世帯に提供する計画も他部署から挙がっ

てきています。 

 

――久米島町では移住体験ツアーを医療福祉関係の参加者に

絞って企画されていましたがどうしてですか？   

島袋(久米島町）  対象者を絞

った経緯は今年度取組んだ移

住・定住推進アクションプランと

係っていて、そこで島に必要な

人材についての議論があり、医

療福祉系が足りないという話に

なりました。そこでモニターツア

ーでその関係の人が来るきっかけを作りたかったというのがあり

ます。もう一度ツアーをやるなら募集期間を長くとってより多くの

参加者を募りたいことと、医療や介護の職場に入って実践的な体

験を参加者にして頂くと良いかもしれないと思っています。 

 

――石垣市でも参加者の職種を絞って実施されましたね。その

経緯と見えた課題があればお話し下さい。 

遠藤  もともと石垣市は知名度が高く、広く募集すると非常に多

くの方からの応募があると思われたので、参加者の職種を絞った

という経緯があります。また現在は、県立病院の移転工事や小学

校の改築工事など建築ラッシュで、建設作業員の方々が賃貸ア

パートに居住しているため、今後３年程度は住宅不足が続くと言

われています。そういった特殊な状況の下で幅広く移住体験ツア

ーを実施しても、現実的な移住には結び付きにくいと考えました。

そこですぐに来てほしい保育士資格を保有している方々を対象に

しました。保育士として働く前提なので直接保育園へ行って園長

先生と話をする、園児と直接触れ合うなど、ツアーの企画自体は

立てやすかったです。ツアー後の参加者からの反応はそれぞれ

で、十分な内容であったという方もいれば、もっと詳しく見たかっ

たという感想もありました。市としては、ツアー内容を詰め込みす

ぎたという反省もあります。事前に参加者の希望を聞いて、参加

者が複数のプランから選べるようにしてもよかったかもしれませ

ん。 

――宮古島市では移住体験ツアーを農業漁業体験を中心に行

いましたが、その経緯を教えて下さい。 

友利  市の総合戦略の中に農業漁業に重きを置くようにありま

して、農業漁業の体験ツアーを移住のきっかけとしようという意

図があります。宮古島市では農業の基盤整備も積極的に進めて

ますし、沖縄県による新規就労者などの良いメニューも積極的に

利用したいというのもありますので。宮古島に一次産業の方を呼

び込みたい、担い手不足を補いたいという目的があります。 

 

――実は県が最初に想定していた移住体験ツアーのイメージは

一番宮古島市が近かったんですよ。市町村でいうと離島過疎地

域をターゲットに考えていて、宮古島市では農業漁業に重きを置

いたからこそ、移住体験地が過疎地域中心になったということで

すか。 

友利  そうですね。ツアーを農業漁業に絞ったというのは、人が

平良のほうに集中してしまうとその周辺が空洞化、さびれてしま

うので、過疎地域へ人を呼び込む目的もありますね。 

 

移住フェアや移住相談会へ参加してみての 

感想、今後の課題と対策について 
 

――今年度フェアや相談会へ参加された市町村の感想や今年

度工夫したこと、次年度やりたいことをお話し下さい。 

伊佐  うるま市は今年度が初

めての参加になりました。座談

会や個別相談で移住希望の方

の相談に直接応じることによ

り、求めている情報や移住先で

どういった生活をイメージして

いるかをある程度把握すること

が出来たと思います。そこで多かったのが移住先での仕事につ

いての質問で、他にも子育て環境や住居についての質問があり

ました。参加者からは県内の求人情報を都内で閲覧出来るよう

にしてほしい、移住希望者向け合同企業説明会、移住に関する

経済的な支援（求職等の来沖費用など）が欲しい等の要望があ

りました。移住先での雇用情報が多く求められており、市で実施

している就労支援事業との連携による情報提供が今後の課題と

なりました。また興味を持たれる方への空き家等の情報提供が

課題となりました。 

 

桃原  渡名喜村では昨年度

はまだ移住対策に取組んでい

なかったり、既にあった多用途

住宅も十分に活かせていない

状況にありました。そういう状

況下で初めてフェアに参加し

て、他の市町村や他府県のや

り方やパンフレットなどを直接見て色々なノウハウを知ることがで

きたことは大変収穫だったと思います。また移住希望者の方と直

接触れ合えてニーズの傾向などを知ることが出来ました。会場で

渡名喜村を知って頂くことは出来たのですが、同時に仕事はあり

ますか？と聞かれることが多く、そういった新たなニーズに気づく 
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ことができました。それをきっかけとして移住者の為の仕事づくり

はどうやったらいいかと考え、まずは地域おこし協力隊制度を利

用して 28 年度に 2 名を採用しました。そういう活動を経て渡名喜

村の認知は高まってきたと思いながら今年度の沖縄県移住相談

会に参加したのですが、本島やほかの有名な離島などに既に照

準を合わせて来場してくる方が多くて渡名喜村がその選択肢に

入るのは難しい状況でした。来年度からの課題としては渡名喜村

の認知度をもっと高めることが必要だと思っています。 

 

――なるほど全国フェアと沖縄のみの相談会では違いを感じたと

のことですが、国頭村ではどうでしたか？ 

新垣  そうですね、渡名喜村さんがおっしゃったように知名度で

は国頭村も高いとはいえないと思います。本島都市部からも距離

があり情報発信する場もなかなかありませんでした。そういう状

況だったので昨年度と今年度に参加したフェアや相談会では来

場者の方が国頭村を目的にいらっしゃるというよりはついでにブ

ースに来て下さる方が多かったと思います。そこでいかに国頭村

をアピールしていくかということをしていたのですけれども、移住フ

ェアで出会った方が後日、別の移住相談会のブースを訪れて下

さる方もいたりと、新しい繋がりもできたと思います。 
 

――その方とは今でもつながっていますか？ 

東  いえ、その方とはその後

具体的にはなってないのです

が。2 月の相談会でお会いした

別の方で、近々国頭村へ移住

を決めた方もいらっしゃいます。

住むところが決まったとのご連

絡も後日頂きました。 
 

――久米島町は 5 月から島ぐらしコンシェルジュを置いたり移住

相談会へも積極的に出てきているんですが、最新の情報を教え

てもらえますか。 

島袋（久米島町）  最新ですと 20 名が移住決定していて、そのう

ち既に移住した方は半分ほどです。移住相談会でメールアドレス

等連絡先を来場者さんに聞いて、イベント後にメルマガを月 1 で

配信しているんですね。メルマガを送るとお礼のお返事や質問な

どをされる方がいらしたりして繋がりが出来るんですよ。そうやっ

て何度かやりとりしているうちに久米島を一度訪れてみようとか、

それが繋がって移住しようか

なという気持ちになったり。い

わゆる「移住までの導線をひ

く」と言っているのですが、市

町村さんはそういう意識をもっ

て相談会へ参加されるのも一

つの方法だと思います。 
 

――石垣島は勝ち組といいますか（笑）、移住者に大変人気と思

いますけれども、いかがでしょう。 

遠藤  石垣島は観光地としてよく知られていることもありますの

で（笑）。全国規模のフェアですと、他県の市町村と比べられて、

離島であるために敬遠されてしまうことがありました。一方、沖縄

県のみの相談会だと来場者も離島に関心を持っているという前 

提がありますので、熱心な相談者の方々が多かったという印象

です。移住相談会をきっかけとして移住された人数は分かりませ

んが、11 月の相談会へ来場されたご夫婦には奥様が保育士と

いうことでしたので保育士移住の渡航費助成を紹介しました。そ

れも一つのきっかけとして、つい先日石垣島へ移住したとご連絡

を頂きました。移住相談会後も、何組かの方とはメール等でやり

とりはさせて頂いています。 

 

 

終わりに 
 

 移住促進の各種メニューへの市町村の取組方や実施結果につ

いて話してい頂きましたが、そこでの様々な違いや共通点、今後

皆さんの市町村でも活かせるような工夫事例が見られたかと思

います。次回 10 号では座談会《中編》として、「おきなわ移住の

輪」サイトと Facebook の反響について、県内外の移住促進事業

の動向、沖縄への移住者希望者の動向を中心に語られた座談

会内容をお送りする予定です。 

 

ひと紹介コーナー 
今年度の県の移住担当者が変わりましたので紹介いたしま

す！ 

 

県地域・離島課 主査 

小橋川 卓也 

 今年度より、移住関係業務を担当

しております。どうぞよろしくお願い

します。これからみなさんと移住施

策に向けた課題を共有し、共に解

決していきたいと思いますので、お

気軽にご相談いただければと思い

ます。また、今年度も昨年度に引き続き、移住相談会や移

住体験ツアーなど様々な事業を予定しておりますので、特に

まだ参加したことがない市町村におきましては、積極的に参

加していただきますようよろしくお願いします。 

 

 

県地域・離島課 移住コーディネーター 

黒川 祥子 

今年度より新規に設置された移住

コーディネーターを務めさせて頂き

ます。主な業務は移住希望者から

の相談対応と移住に係る情報発信

です。これから相談会や情報サイト

等を通して移住希望の方が必要と

する情報を適切にお届けしたいと思います。またそこで得ら

れたニーズを市町村の移住取組に活かして頂けるように情

報のシェアに努めたいと思っています。 

 

 


